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○ 事業者アンケート調査へのご協力のお願い ○ 

日ごろより古賀市の環境行政にご協力いただき、ありがとうございます。 

・この調査は、市内事業者の皆さまが環境について日ごろ感じていることや、実際に取り

組んでいることをお聞きすることを目的としています。 

・いただいたご意見は、古賀市の環境づくり（第３次環境基本計画の策定）に活かします。 

・回答に要する時間の目安は１５～２０分程度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本アンケートは、古賀市の事業所のうち、無作為に抽出した 100 社を対象としていま

す。ご回答いただいたアンケート結果は、統計的に処理・分析し、次期計画を策定する上

での参考データとさせていただきます。他の目的には使用しません。 

 

【問合せ先】古賀市 環境課 【担当】市川・村山 

  〒811-3192 福岡県古賀市駅東 1-1-1 

  TEL：092-942-1127  FAX：092-942-1291 

  

より住みよく魅力的な古賀市にしていくため、２０分間のご協力をお願いします！ 

同封の返信用封筒に入れ、 

ポストにご投函ください。 

●月●日（●）必着 

 

ＱＲコードもしくはアドレスから 

回答フォームにアクセスして 

ご回答ください。 

https://www.〇〇〇.〇〇.〇〇/ 

（HP アドレス、ＩＤ、PASSなどを追加記載） 

●月●日（●）以降はアクセスできません。 

 

▼ 郵送で回答する場合 

この調査票に回答を 

ご記入下さい。 

ご
回
答
は
、 

・郵
送 

・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(
パ
ソ
コ
ン
・ス
マ
ホ)

 
の
ど
ち
ら
か
を
選
べ
ま
す
。 

 

▼ インターネット（パソコン・スマホ）で回答する場合 

“よりよいまちへ”あなたの声が古賀市に届きます！ 

         ～環境基本計画 次期計画策定のための事業者アンケート～ 

【資料５】 
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貴事業所の概要について  

 

問１．貴事業所についてお聞きします。        （１つ選び番号に○をつける） 

経営組織 
１．個人経営   ２．有限会社   ３．株式会社 

４．その他（                 ） 

事業形態 
1．事業所（オフィス）  2．工場・作業所  3．研究所  4．店舗 

5．その他（                 ） 

事業所の従業員数 

（パート等を含む） 

１．１０人未満          ２．１０人以上～２０人未満 

３．２０人以上～３０人未満    ４．３０人以上～５０人未満 

５．５０人以上～１００人未満   ６．１００人以上 

事業所の延床面積 

（建造物） 
  約           ｍ２ 

業種 

１．農林水産業         ２．鉱業 

３．建設業           ４．運輸・通信業 

５．電気・ガス・水道業     ６．製造業（食品・飲料） 

７．製造業（衣服）       ８．製造業（木材） 

９．製造業（パルプ・紙）    10．製造業（化学） 

11．製造業（プラスチック）   12．製造業（窯業・土石） 

13．製造業（鉄鋼）       14．製造業（非鉄金属） 

15．製造業（金属製品）     16．製造業（電気機器） 

17．製造業（輸送機器）     18．サービス業 

19．不動産業 

20．その他（                        ） 

 

 

 

 

・クロス集計等、過去の調査と比較するための解析方法が使えるよう前回同様の内容を設定 
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環境保全に対する取組方針について  

 

 

 

問２．貴事業所では、企業の環境への取り組みと企業活動のあり方についてどう思われ

ていますか。                 （１つ選び番号に○をつける） 

 

1．ビジネスチャンスととらえて取り組むべきである 

2．社会貢献の１つである 

3．他の企業も一様であれば環境保全に取り組まざるをえない 

4．法規制等をクリアするレベルでよい 

5．環境への取り組みを実施する考えはない 

6．その他（                             ） 

 

 

 

問３．貴事業所では、どのような体制で環境問題に取り組まれていますか。 

（１つ選び番号に○をつける） 

 

１．専任部署を設置している 

２．専任部署はないが、環境問題専門の担当者がいる 

３．専任部署はないが、他業務と兼任で環境問題を担当する者がいる 

４．特に担当者はいないが、必要に応じて体制を組む 

５．普段から環境に配慮しているが、特に担当者や体制などを置いていない 

６．環境問題に対して特に何もしていない 

 

・前回と同一の設問。変化を確認する。 

・企業の環境に対する取組意識を確認し、今後も定期的に変化を確認する。 
（計画に掲載するかは要検討） 

 （前回は環境保全に関する意識を聞いていたが、内容を調整） 
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問４．貴事業所では、環境に関する経営方針、具体的目標や行動計画などを作成していま

すか。また、今後どのようにする予定ですか。 

（該当する番号を１つ選び○をつける） 

項目 

作
成
し
て
い
る 

近
々 作

成
す
る
予
定 

作
成
す
る
こ
と
を 

検
討
中 

作
成
す
る 

予
定
は
な
い 

１．組織または経営者が定め、文書にした環境配慮に関する

経営方針 
１ ２ ３ ４ 

２．環境配慮に関する具体的な目標や行動計画等を文書にし

たもの 
１ ２ ３ ４ 

３．環境保全のための取組状況を定期的に点検・監査した結

果をとりまとめた報告書 
１ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

 

 

問５．貴事業所で、環境に関する経営方針、具体的目標、具体的行動計画、点検・監査結

果の報告書を作成していない理由はなんですか。 

（該当する番号を１つ選び○をつける） 

項目 

必
要
性
が
な
い 

作
成
の
仕
方
が 

よ
く
わ
か
ら
な
い 

自
社
だ
け
が
実
施
す
る 

の
は
不
公
平
で
あ
る 

実
施
し
て
も
何
の
役
に 

立
つ
の
か
わ
か
ら
な
い 

実
施
し
て
も
消
費
者
が 

評
価
し
て
く
れ
な
い 

そ
の
他
（
具
体
的
に
） 

１．組織または経営者が定め、文書にし

た環境配慮に関する経営方針 
１ ２ ３ ４ ５ ６(       ) 

２．環境配慮に関する具体的な目標や行

動計画等を文書にしたもの 
１ ２ ３ ４ ５ ６(       ) 

３．環境保全のための取組状況を定期的

に点検・監査した結果をとりまとめ

た報告書 
１ ２ ３ ４ ５ ６(       ) 

１～３に○がある場合 

問６へ進む 

４にひとつ以上○がある場合、理由をお聞かせください。 

・前回と同一の設問。変化を確認する。 
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問６．国は二酸化炭素排出量について、2030 年度までに 46％（2013 年度比）、2050

年度までに実質排出量ゼロを目標としています。貴事業所の事業活動等において、

二酸化炭素排出量削減の目標はありますか。また、目標がある場合、その目標値はい

くらでしょうか。 

CO2削減目標 

について 
1．ある 2．今はないが、今後目標を設定する予定である 3．ない 

１を選択した 

場合、削減目標 

2013 年度と比べて、 

             ＜削減量＞       ＜削減率＞ 

      年度までに       (t / kg)，       % 

      年度までに       (t / kg)，       ％ 

２０５０年度までに       (t / kg)，       ％ 

 
 

問７．近年注目される、環境に関する新しい取組をご存じですか。また貴事業所の取組の

状況はいかがでしょうか。「認知度」、「取組状況と今後の予定」についてお答えく

ださい。                （該当する番号を１つ選び○をつける） 

項目 

認知度 取組状況と今後の予定 

知
っ
て
い
る 

知
ら
な
い 

既
に
取
り
組
ん

で
い
る 

取
り
組
む
予
定 

で
あ
る 

取
り
組
ん
で 

い
な
い 

１．SDGs※1 １ ２ １ ２ ３ 

２．ESG 投資※2 １ ２ １ ２ ３ 

３．カーボン・ニュートラル※3 １ ２ １ ２ ３ 

 

問８．問７の「取組状況と今後の予定」で“１既に取り組んでいる”、“２取り組む予定で

ある”と回答された方におたずねします。具体的にどのようなことを取り組んでい

ますか、または、取り組む予定ですか。内容をご記入ください。 

 

 

  
※1 SDGs：2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発⽬標」。2030年までに貧困や環境問題など社会が抱える

問題を解決することを目指す。17のゴール・169のターゲットから構成される。 

※2 ESG 投資：従来の財務情報だけでなく、環境（Environment）・社会（Social）・企業統治（Governance）要素も考慮した投資を

行い、地球環境へ配慮しながら事業そのものの持続可能性を高めるもの。 

※3 カーボン・ニュートラル：温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること。政府は、2050年までに温室効果ガスの排出を全体と

してゼロにする、カーボンニュートラルを目指すことを宣言している。 

・新規追加。CO2削減目標の設定状況を今後継続的に確認する。 
・削減量・削減率は区域施策編における温室効果ガスの将来推計に活用する可能性 

・新規追加。昨今の事業所の取組状況について計画に掲載することを検討 

問９へ進む 

１か２にひとつでも○が

ある場合、問８へ進む 
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環境マネジメントシステムについて  

 

問９．事業者が自主的環境保全への取組を継続的に進めていくための仕組みとして「環境

マネジメントシステム」があります。貴事業所の環境マネジメントシステムについ

ての取組、今後の予定をお聞きします。    （該当する番号を１つ選び○をつける） 

項目 

既
に
実
施
し
て
い
る 

実
施
す
る 予

定
で
あ
る 

実
施
の
予
定
は
な
い 

よ
く
知
ら
な
い 

１．ISO14001※1規格取得 １ ２ ３ ４ 

２．エコアクション２１※2認証・登録 １ ２ ３ ４ 

３．上記以外のシステム 

（具体的に：                 ） 
１ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１か２にひとつでも○

がある場合、問１２へ

進む 

3 か 4 のみに○をした場合、

問１０、１１へ進む 

※1 ISO14001： 

 環境マネジメントシステムとは、「事業所ごとに環境保全に関する方針を作成し、実施し、達成し、見直しかつ維持するための組

織の体制、計画活動を含むシステム」のことで、これを規格化したものが ISO（国際標準化機構）の環境マネジメント規格 ISO14001

です。 

※2 エコアクション２１： 

 環境省では ISO14001より実施が簡単な環境マネジメントの方法として、「エコアクション２１（環境活動評価プログラム）」の

普及を進めています。 

エコアクション２１は、環境とエネルギーのマネジメントシステム、環境パフォーマンス評価及び環境報告を統合したものであ

り、エコアクション２１に取り組むことで、中小事業者でも自主的・積極的な環境配慮に対する取組が展開でき、その取組結果を

「環境活動レポート」として公表できるように工夫されています。 

・前回と同一の設問。変化を確認する。 
・今後の事業者向け施策の検討に活用 
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問１０．貴事業所が、環境マネジメントシステムを導入するにあたって、行政からどの

ような支援があればよいとお考えですか。    （１つ選び番号に○をつける） 

 

１．規格取得等の手続きに関する手引き書の作成・配布 

２．規格取得等に必要な費用の補助制度 

３．環境マネジメントシステムに取り組む人材を育てるための研修会等の開催 

４．環境マネジメントシステムを導入した事業所を消費者にアピールするための認定制度 

５．他事業所の環境マネジメントへの取組動向についての情報提供 

６．その他（具体的に） 

 

 

 

 

 

問１１．環境マネジメントシステムを行うための行政からの支援があれば、貴事業所で

は取り組んでみたいとお考えですか。      （１つ選び番号に○をつける） 

 

１．すぐに取り組みたいと思う 

２．興味があるので、内容を検討したいと思う 

３．取り組む必要はないと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

必要がないと思う理由をご記入下さい 

問１2 へ進む 
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従業員への環境教育実施状況  

 

問１２．貴事業所では、従業員を対象とした環境に関する教育・訓練・啓発の活動を行

っていますか。               （１つ選び番号に○をつける） 

 

１．行っている 

２．今後行う予定である 

３．行うことについて検討中 

４．行う予定はない 

 

 

問１３．従業員へどのような内容の教育・訓練・啓発を行いますか。 

（該当する番号をすべて選び○をつける） 

 

１．社内の作業環境について 

２．事業活動と地域環境のかかわりについて 

３．事業活動と地球環境のかかわりについて 

４．その他（具体的に：                         ） 

 

問 1４．従業員への教育・訓練・啓発はどのような方法で行いますか。 

（該当する番号をすべて選び○をつける） 

 

１．環境に関する情報等を社内報に掲載したり、社内に掲示する 

２．環境に関する独立したパンフレット等を制作して配布する 

３．研修、勉強会、新人教育などを行う 

４．社外の講演、講習会、説明会等に参加させる 

５．その他（具体的に：                             ） 

 

 

 

問１５．従業員を対象とした環境に関する教育・訓練・啓発を実施していない主な理由はな

んですか。                  （１つ選び番号に○をつける） 

 

１．必要性がない 

２．どのように取り組めばよいのかわからない 

３．自社だけが実施するのは不公平である 

４．実施しても何の役に立つのかわからない 

５．実施しても消費者が評価してくれない 

６．その他（具体的に：                             ） 

  

問 1５へ進む 

・前回と同一の設問。変化を確認する。 
・教育の実施状況は計画の現行計画の指標の一つ。今後も指標とすることを検討。 

問１３、1４へ進む 

問 1６へ進む 

問 1６へ進む 
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問１６．貴事業所では、環境の保全や地球温暖化対策のための行動を実行していますか。

また、今後の取り組みへのご意向はいかがでしょうか。 

項目ごとの「現在」「今後」についてお答えください。 

（該当する番号を１つ選び○をつける） 

項目 

現在 今後 

い
つ
も
実
行
し
て
い
る 

た
ま
に
実
行
し
て
い
る 

実
行
し
て
い
な
い 

実
行
出
来
る
環
境
に
な
い(

エ
ア

コ
ン
・
車
を
所
有
し
て
い
な
い
、
近

隣
に
サ
ー
ビ
ス
が
な
い 

な
ど) 

実
行
し
た
い 

実
行
す
る
つ
も
り
は
な
い 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

月々のエネルギー使用量を記録している 1 2 3 － 1 2 

エネルギー使用量（或いは削減量）の目標値を定める 1 2 3 － 1 2 

クールビズ・ウォームビズ（気候に合わせた服装）をしている 1 2 3 － 1 2 

エアコンの温度などを適切に調整している 1 2 3 4 1 2 

カーテンやブラインド等を効率的に利用して冷暖房効果を高めて

いる 
1 2 3 4 1 2 

エアコンのフィルターをこまめに掃除している 1 2 3 4 1 2 

こまめな消灯（始業前、昼休み、休憩時等）を徹底している 1 2 3 － 1 2 

既存照明を間引きして節電している 1 2 3 － 1 2 

不必要なパソコン、モニタ、コピー機等の電源はその都度切って

いる 
1 2 3 4 1 2 

グリーン購入、エコマーク商品、再生紙利用等を促進している 1 2 3 － 1 2 

自然採光、通風をとり入れている 1 2 3 － 1 2 

雨水利用施設を設置している 1 2 3 － 1 2 

屋上緑化、壁面緑化を行っている 1 2 3 － 1 2 

車 

出来るだけ自動車を使わず、徒歩・自転車・公共交通機関を利用

しての通勤・移動を励行している 
1 2 3 4 1 2 

自動車に乗る際には、エコドライブ（急発進/急停車をしない

等）を実施している 
1 2 3 4 1 2 

 

  

・現在の事業者の行動状況を計画に掲載することを検討する。 
・設問は前回調査から社会の変化にあわせて一部変更、統合、削除している。 
・区域施策編において、温室効果ガスの将来推計の条件に活用することも検討。 
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項目 

現在 今後 

い
つ
も
実
行
し
て
い
る 

た
ま
に
実
行
し
て
い
る 

実
行
し
て
い
な
い 

実
行
出
来
る
環
境
に
な
い(

エ
ア

コ
ン
・
車
を
所
有
し
て
い
な
い
、
近

隣
に
サ
ー
ビ
ス
が
な
い 

な
ど) 

実
行
し
た
い 

実
行
す
る
つ
も
り
は
な
い 

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル 

ごみの分別、減量を徹底している 1 2 3 － 1 2 

詰め替え可能製品を購入している 1 2 3 4 1 2 

事業所から出る資源ごみのリサイクルルートを確保している 1 2 3 － 1 2 

そ
の
他
の
取
組 

環境保全を達成することを可能にする技術および商品を開発し、

社会に提供している 
1 2 3 4 1 2 

輸送エネルギーの少ない地元産の作物や商品を多く販売・利用し

ている 
1 2 3 4 1 2 

環境報告書を作成し、ホームページで公表している 1 2 3 － 1 2 

環境保全活動資金の支援や寄付をしている 1 2 3 － 1 2 

環境ボランティア休暇等、職員の自主的行動を支援する制度があ

る 
1 2 3 － 1 2 

事業所周辺の美化清掃活動を行っている 1 2 3 － 1 2 

地域の祭や環境保全活動に際し、積極的に社員を派遣・参加させ

ている 
1 2 3 － 1 2 
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地球温暖化対策に関わる設備の導入について  

 

問１７．貴事業所では、地球温暖化対策に関わる設備を導入していますか。 

（該当する番号を１つ選び○をつける） 

  

 

導入状況と 
今後の意向 

す
で
に
導
入
し
て
い
る 

条
件
が
整
え
ば
導
入
し
た
い 

導
入
す
る
予
定
は
な
い 

導
入
出
来
る
環
境
に
な
い 

項目 設備の説明 

１．再エネ電気への切り替

え 

再生可能エネルギーの電力プランをもつ電力会社
を選ぶことで、再生可能エネルギー普及に貢献す
る 

１ ２ ３ ４ 

２．省エネ型照明の導入 LED、電球型蛍光灯、インバータ式蛍光灯等 １ ２ ３ ４ 

３．人感センサの導入 人感センサ付器具による照明の省エネ化 １ ２ ３ ４ 

４．空調の省エネシステム 外気冷房、全熱交換機等 １ ２ ３ ４ 

５．冷凍・冷蔵の省エネシス
テム 

省エネ型ショーケース等 １ ２ ３ ４ 

６．高効率機器への更新 
業務用エアコンやＯＡ機器の、エネルギー効率の
高いトップランナー適合機種への入れ替え 

１ ２ ３ ４ 

７．太陽光パネルの設置 
太陽の光エネルギーを直接電気に変換する発電シ
ステム 

１ ２ ３ ４ 

８．ZEB(ゼブ)の導入 
快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する
年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを
目指した建物 

１ ２ ３ ４ 

９．省エネリフォーム 
(建物の高断熱化・高気
密化) 

ペアガラス（二重サッシ）や壁、天井、屋根などに
断熱材を入れて高断熱・高気密化を図る 

１ ２ ３ ４ 

１０．蓄電池の活用 
貯めた電気を供給するシステム。太陽光パネルと
併用して夜間の電気を節約したり、災害時に活用
する 

１ ２ ３ ４ 

１１．高効率給湯器の設置 
エコキュート、エネファーム、エコジョーズ、エコ
フィールなど 

１ ２ ３ ４ 

１２．BEMS の導入 
ビル･エネルギー管理システム。 
IT を利用してビルの照明や空調などを制御し、最
適なエネルギー管理を行うシステム 

１ ２ ３ ４ 

１３．ハイブリッド自動車 
エンジン（ガソリン）とモーター（電気）など、複
数の動力で走る自動車 

１ ２ ３ ４ 

１４．電気自動車 
電気をエネルギー源とし、電動機（電気モーター）
で走行する自動車 

１ ２ ３ ４ 

１５．燃料電池自動車 
水素と酸素から電気をつくる「燃料電池」を搭載
し、モーターで走る自動車 

１ ２ ３ ４ 

・現在の事業所の設備導入状況を計画に掲載することを検討。 
・設問は前回調査から追加（ZEB、蓄電池、BEMS、電気自動車、燃料電池自動車等）。 
・区域施策編において、温室効果ガスの将来推計の条件等に活用。また、目標の指標とすることも検討。 
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問１７-１．「７．太陽光パネルの設置」の「２(条件が整えば導入したい)」と答えた方

におたずねします。どのような条件が整えば導入したいと思いますか。 

（１つ選び、番号に○をつける） 

 

１．設備の購入価格が安くなること 

２．公的機関（国・県・市等）の補助金が整備されること 

３．発電効率の向上などの技術が向上すること 

４．設備の導入にかかった費用の元が取れるほどの売電収入があること 

５．その他（                             ） 

 

 

問１７-２．「１０．蓄電池の活用」で「２(条件が整えば導入したい)」と答えた方にお

たずねします。どのような条件が整えば導入したいと思いますか。 

（１つ選び、番号に○をつける） 

 

１．設備の購入価格が安くなること 

２．公的機関（国・県・市等）の補助金が整備されること 

３．蓄電効率の向上などの技術が向上すること 

４．その他（                           ） 

 

 

問１７-３．「１４．電気自動車」で「２(条件が整えば導入したい)」と答えた方におた

ずねします。どのような条件が整えば導入したいと思いますか。 

（１つ選び、番号に○をつける） 

 

１．電気自動車の購入価格が安くなること 

２．公的機関（国・県・市等）の補助金が整備されること 

３．航続可能距離の向上などの技術が向上すること 

４．その他（                           ） 

 

  

・再エネ導入推進施策の検討にあたり、特に普及拡大を見込む「太陽光発電」「蓄電池」「電気自動車」
について導入に必要な条件を問う。（前回にはない設問） 
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行政に対する要望など  

 

問１８．貴事業所が、環境保全の取組を行う上で、行政がどのような施策を行えばよい

とお考えですか。          （該当する番号をすべて選び○をつける） 

 

１．情報提供 

２．アドバイザーの紹介 

３．人材を育てるための研修会などの開催 

４．環境保全やグリーン購入の促進に向けた企業間、または消費者とのネットワークづくり 

５．優良事業所を消費者にアピールするための表彰・認定制度など 

６．環境へ配慮した取組を行うための助成・補助 

７．その他（具体的に） 

 

 

問１９．行政から提供してほしい環境保全に関する情報をお選びください。 

（該当する番号をすべて選び○をつける） 

 

１．環境問題の現状に関する情報 

２．他企業の取組に関する情報 

３．環境関連の法・条例に関する情報 

４．国や県、市など行政の取組に関する情報 

５．環境保全のために企業ができることに関する情報 

６．環境保全のための実用的技術に関する情報 

７．環境保全のための調査・研究に関する情報 

８．その他（具体的に） 

 

  

・前回と同一の設問。変化を確認する。 
・今後の事業者向け施策の検討に活用 
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その他、アイデアや要望について  

 

問２０．市の環境を良くするためのアイデアや要望、自由なご意見をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 

 記入漏れがないかもう一度お確かめの上、本回答用紙を同封の返信用封筒に入れ、●月●日（●）ま

でに、郵便ポストに投函頂きますようお願い致します。 


